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							このサイトではキャンピングカーをレンタルするときに必要になる情報を分かりやすく説明していきますし、実際にサービスを利用することで得られるメリットについても紹介していきます。
ペットと一緒に乗りたいような人も存在するかもしれませんが、そのようなペットが同乗できるのかなどの情報も紹介していくので、いろいろなパターンで利用する方法を把握することが可能です。
購入する場合との違いや、どちらがおすすめできるのかも解説していきます。
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							キャンピングカーのレンタルにはどんなメリットがある？関連情報を詳しくご紹介します

							キャンピングカーをレンタルする場合は関連情報などを事前に把握しておくことができれば、安心してサービスを利用することができます。
キャンピングカーをレンタルすることで得られる大きなメリットは、購入するよりも安い料金でサービスを利用できる点にあります。
実際に車両を購入するような場合は数千万円程度の費用が発生するようなこともあるので大変ですが、レンタルであれば数万円程度で利用することができるので一気に負担を軽減することが可能です。


							

							キャンピングカーのレンタルにかかる費用の相場

							キャンピングカーのレンタルにかかる費用は、レンタカー会社や車種などによって差がありますが、一般的なキャブコンタイプの車種の場合は平日であれば1日あたり20,000円ほどで借りることが可能です。
ただし、土日祝日は5,000円ほど価格が高くなることが多いので注意が必要です。
また、レンタカー会社によってはシーズンごとに価格が変動することもあります。
例えば、ゴールデンウィークや夏休みなどのハイシーズンでは、1日あたり30,000円ほどになることもあるので、この点については念頭に置いておきましょう。

なお、ハイエースなどをベースにしたバンコンタイプのキャンピングカーは、キャブコンタイプよりも3,000～5,000円安く設定されていることが多いです。
軽自動車をベースにした軽キャンタイプの場合はさらに安く、1日あたりの費用は平日で7,500円、土日祝日で10,000円、廃シーズンで12,500円ほどでレンタル可能です。


							

							キャンピングカーは普通免許でもレンタルできる？

							キャンピングカーをレンタルしたいけれども、普通免許で運転できるのかと気になる人も多いかもしれません。
結論から言うと、多くのキャンピングカーは普通免許でも十分に運転が可能です。
具体的に言うと、車両の総重量が3.5トン未満、乗車定員が10人以下であれば可能です。
日本にあるキャンピングカーのほとんどがこれに該当しているため、大きなサイズであっても問題はありません。
また中には宿泊設備をトレーラーで牽引しているものもあります。
このような場合には、750キログラム以下のトレーラーの場合には、たとえ牽引タイプであったとしても問題はないでしょう。
例外として750キログラム以上のトレーラーとなると、牽引が必要です。

乗車定員が11人以上の大型のキャンピングカーとなると、中型が必要です。
特にマイクロバスをベースにしているバスコン、全改造をしているフルコンと呼ばれるものがこれに該当するでしょう。
特に大きな所にあたるため、中型を持っていなければ運転することができません。


							

							キャンピングカーのレンタルには年齢制限がある？

							キャンピングカーのレンタルは、当然ながら免許がなければ利用することができませんが、他に年齢制限はあるのか気になるところではないでしょうか。
具体的な年齢はキャンピングカーを提供するレンタカーのお店次第ですが、免許を持っていても利用は20歳以上というところが少なくないです。
理由はやはりキャンピングカーの利用に相応の責任を伴うこと、ある程度運転に慣れている人の方が、事故やトラブルを起こしにくくて安心という理由もあると思われます。
比較的高級なクラスに分類されるキャンピングカーの場合は、25歳以上でなければ借りられないケースもあります。
このように、年齢制限があるかないかでいえばありますし、お店によって異なるのでレンタルサービスを利用する前に要確認です。
運転自体に免許証所有以外の条件はないとしても、レンタルに制約が設けられているケースは珍しくないので、年齢や理由についてお店に問い合わせたり確認するのが先決となるのではないでしょうか。


							

							キャンピングカーのレンタルは何ヶ月前から予約が可能？

							キャンピングカーはレンタルすることでお得に利用することができますから、多くの人が実際に活用しているような特徴があります。
キャンピングカーは日常生活ではそこまで運転するような機会が少ないような特徴もあるので、購入してしまうと駐車しておくスペースなどを確保しないといけないので大変です。
そのため実際に運転したいときにだけレンタルするのが賢い使い方になりますが、事前に予約をしないとサービスを利用できないケースが多いので注意が必要になります。

キャンピングカーのレンタルサービスを提供しているところに直接出向いても、当日では対応してくれないようなこともあるので、しっかりと事前に問い合わせをしておかないといけないです。
どのくらい前から問い合わせをすればいいのか迷ってしまうようなケースもあるかもしれませんが、基本的には1ヶ月前ぐらいには予約を済ませておくのが大切になります。
繁忙期になると既に利用者で埋まっているようなケースもあるので、もう少し早めに問い合わせをしないといけないかもしれないです。







レンタルではさまざまなタイプのキャンピングカーを試すことができる



キャンピングカーを購入すると好きなときに運転することができますから、利便性に優れているような特徴があります。
ただ購入をする場合は数千万円以上の価格がすることもあるので、ローンなどを組んで購入することになるかもしれないです。
当然ながら購入をすれば同じ車両を運転しないといけないので、違うタイプのキャンピングカーを運転するようなことはできません。
キャンピングカーをレンタルすることができれば、基本的にいろいろなタイプの車両を運転することができますから安心です。
レンタルをする場所によっても用意されている車両には違いがありますから、各自が希望する車両が用意されているところでサービスを利用しないといけません。
基本的にどこでレンタルするのかは各自で自由に決めることができますから、料金設定や用意されている車両の種類などで選んでいけば問題ないです。
レンタルであれば数万円程度でサービスを利用できるだけでなく、毎回違うキャンピングカーをレンタルできるので、新鮮な気持ちで運転することもできます。









キャンピングカーのレンタルでは気軽に非日常を体験できる



キャンプをしたいと考えている家庭は少なくないと考えられますが、実際にキャンプをするには道具などを現地まで運ばないといけないので大変です。
通常の自動車の場合はそこまで多くの荷物を運ぶようなことはできませんから、席の部分まで荷物を置く場所にしないといけないかもしれません。
そのため家族で一緒に移動するような場合は、荷物が邪魔になってしまうような可能性もありますから、キャンピングカーをレンタルしたほうが安心です。
キャンピングカーは購入すると高いのですが、レンタルであれば数万円程度で利用することができるので、誰でも気軽に非日常な体験をすることができます。
基本的には事前に予約をすることになりますし、その段階で利用する日時なども細かく決めていくことになるはずです。
延長して利用するようなこともできるかもしれませんが、延長料金が発生することになりますから、そのような負担についても最初にチェックしておくと安心できます。









初心者がキャンピングカーをレンタルする際の車種選びで注意すべきこと



キャンピングカーをレンタルする場合、キャブコン・バンコン・軽キャンパーといった3つの車種があるので、それぞれの特徴やメリットを把握した上で選ぶ必要があります。
キャブコンは日本の代表的なキャンピングカーのタイプで、リビングが広く常設ベッドも備えられているので、家族や仲間など大人数でゆったり快適に過ごしたい方におすすめの車種といえます。
バンコンは、ハイエースやNV350などのバンを改造したタイプのもので、キャブコンと軽キャンパーの中間サイズとなっているため、運転も容易で走行性能も申し分ありません。
1BOXサイズなので街中でも運転しやすく、立体駐車場に停められるタイプもあるので、小さい子供と一緒にのんびり過ごしたい方におすすめです。
軽キャンパーは軽ワゴンや軽トラックをベースにしたキャンピングカーで、細い道でもスムーズに入れる運転のしやすさが魅力ですが、居住空間はバンコンと比較してもそこまで広くないので、移動と車中泊をメインにした使い方が最適といえます。









キャンピングカーのレンタルでは一緒に行く人数と目的を明確にすることが大切



キャンピングカーのレンタルでは一緒に行く人数と目的を明確にすることから始めるべきです。
キャンピングカーを使った旅行は一緒に行く人数と目的が合わないとスペースが足りなくなったり、逆にスペースを持て余してしまうこともあります。
快適な空間を維持しながら楽しく旅行するのであれば、特に人数は絶対に決めておく必要があります。
キャンピングカーのレンタルは旅の途中で車を交換することはできません。
一度出発したらその車で移動をして、車内でたくさんの時間を過ごすことになります。
車内の快適性が低いとストレスがたまりますし、長期間になると些細なことで喧嘩に発展することもあります。
旅行中の喧嘩は最悪であり、空気を悪くします。
一度悪くなった空気を改善するのはとても難しく、旅行自体を台無しにしてしまう可能性もあります。
なのでキャンピングカー選びは必ず成功させなくてはいけません。
そのためには特に人数を考えた空間選びが大事です。









室内でも快適に過ごせるキャンピングカーのレンタル



通常の自動車で長距離移動をすると疲れてしまうようなケースは珍しくありませんが、あまりにも長時間の移動になると体調不良になってしまうようなこともあるかもしれません。
そのため適切なタイミングで休憩を取ったりしないといけませんし、サービスエリアなどで駐車をして少し歩くようなことも必要になるはずです。
キャンピングカーであれば基本的に車内が広々としていますし、ゆったりと座ることできる空間が用意されているので、長距離の移動でも疲れを感じにくいような特徴があります。

キャンプや旅行で長時間の移動をするような場合は、積極的にキャンピングカーを利用することで快適な移動を実現することが可能です。
テーブルなどが用意されていることもありますから、車内で料理を食べるようなことも難しくありません。
キャンピングカーに水を出すような設備を用意することができれば、手を洗ったり歯を磨いたりするようなこともできますから、とても便利な存在です。






キャンピングカーのレンタルは整備や点検などの手間がかからない



キャンピングカーのレンタルは整備や点検などの手間がかからないのがメリットです。
所有するよりもコストが安く、日々のメンテナンスも不要です。
自動車を所有している人は車検がネックになり、自動車を手放したり、買い替えを検討することが多いです。
キャンピングカーは自動車の中でも車体にかかる金額が大きいですし、車検や整備にかかるコストも高額になる傾向があります。
大型のキャンピングカーになると排気量が増えるので税金も高くなりますし、燃費もあまり良くないのでガソリン代がかさんでいきます。
ガソリン代は高騰する一方なので、キャンピングカーをレンタルするときに軽自動車タイプを選ぶ人が増えています。
軽自動車タイプであればレンタル費用が安いですし、レンタルショップも維持費が安いので台数を揃えても負担が少ないです。
手間がかからなければ人件費を抑えられるので、経営する側の立場になるとかなり費用対効果が高い商品と言えます。








冬場にキャンピングカーをレンタルする際の注意点



キャンピングカーで本格的な車での旅を楽しみたいと考えている人も多いのではないでしょうか。

キャンピングカーの購入は難しくても、レンタルなら気軽に導入することができます。
大きさや装備もそれぞれ違いがありますので、目的に応じたものを選ぶことが大切です。

冬場にキャンピングカーをレンタルする際には注意点もあります。
まずFFヒーターがついてるかチェックしましょう。
これはエンジン停止中も燃焼させることができるヒーターです。
さらに、雪道や凍結路面を走る可能性もあるので、タイヤはスタッドレスになっているかどうかも確認しておきたいところです。
普通車とは運転感覚が異なるということも理解しておきましょう。

FFヒーターを使用するとバッテリーの消費も激しくなるので、キャンプ場などを決めるときは外部電源が利用可能であるかどうかも調べておきたいところです。
寝具などもレンタルで用意されていますが、寒さを防ぐためにも厚手の毛布を別に用意するなどの工夫も必要です。








キャンピングカーのレンタル料金は平日と土日祝日で異なる？



キャンピングカーのレンタル料金ですが、平日と土日祝日とで異なることはごく一般的です。
均一設定になっているキャンピングカーのレンタルもあるかもしれませんが、普通に考えて曜日によって需要が異なることは間違いありません。
平日は仕事を持っている多くの人にとって、キャンピングカーを借りて出かけることができるのは土日祝日となることが多く、レンタカー店にとっては稼ぎ時となります。
逆に平日は需要が少ないですから、誰にも借りられることのないまま車両を遊ばせておくよりはましということで、格安の価格設定にして少しでも需要を喚起しようとしたりします。
これは普段の週末の他、いわゆる長期連休シーズンにはより顕著になることも珍しくなく、ゴールデンウィーク、お盆を含む夏休みシーズンなどはかなり高くなる傾向にありますし、祝日を利用して3連休になるような時期も似たようなことがあります。
可能であれば平日に借りたほうが経済的になるわけです。








キャンピングカーのレンタルでは維持費がかからない



キャンピングカーはキャンプをするときに便利な存在になりますから、頻繁にキャンプをするような場合は積極的に購入する価値があるはずです。
キャンピングカーは通常の自動車よりも高いという特徴がありますから、基本的にはある程度の金銭的な余裕がある人でないと購入できないかもしれません。
ただキャンピングカーはレンタルするようなこともできますから、短期的に使用したいと考えている場合はレンタルを選んだほうがお得です。

キャンピングカーをレンタルすることで維持費が発生しないという特徴がありますから、トータルでも大きなメリットになると考えられます。
通常の車両と異なり、寝る場所や調理をするような場所が確保されていますから、その分だけメンテナンスが必要になるところも増えてしまいます。
そのため維持費が高くなってしまいますから、途中で所有するのを諦めてしまうケースも少なくないです。
最初からレンタルしておけば、そのような問題が発生することもないので安心できます。








レンタルしたキャンピングカーの車内で料理はできる？



キャンピングカーレンタルでは、キッチン付きの車種を借りることも可能です。
キッチン付きの車種であれば食事のバリエーションが増えるという魅力がありますが、キャンピングカーレンタルではキッチン付きの車種であっても調理が制限されているケースがあるので注意が必要です。

どの程度の制限が設けられているかはレンタル会社によって異なり、キッチンの使用自体が禁止されている場合もあれば、お湯を沸かしてインスタント食品を作る程度であれば使用できる場合もあります。
そのため、キャンピングカーをレンタルする際は、どのような利用制限が設けられているかを十分に確認しておくことが大切です。

また、キッチンを自由に使える場合でも、レンタカーは様々な人が利用するので、車内に油が飛び散ったりニオイがついたりする料理は避けた方が無難です。
このような料理をどうしても作りたいという場合は、カセットコンロなどを持参して車外で調理するようにしましょう。


                            
                            

					キャンピングカーのレンタルは整備や点検などの手間がかからない

					キャンピングカーのレンタルは整備や点検などの手間がかからないのがメリットです。所有するよりもコストが安く、日々のメンテナンスも不要です。自動車を所有している人は車検がネックになり、自動車を手放したり、買い替えを検討することが多いです。キャンピングカーは自動車の中でも車体にかかる金額が大きいですし、車検や整備にかかるコストも高額になる傾向があります。大型のキャンピングカーになると排気量が増えるので税金も高くなりますし、燃費もあまり良くないのでガソリン代がかさんでいきます。ガソリン代は高騰する一方なので、キャンピングカーをレンタルするときに軽自動車タイプを選ぶ人が増えています。軽自動車タイプであればレンタル費用が安いですし、レンタルショップも維持費が安いので台数を揃えても負担が少ないです。手間がかからなければ人件費を抑えられるので、経営する側の立場になるとかなり費用対効果が高い商品と言えます。

					

					冬場にキャンピングカーをレンタルする際の注意点

					キャンピングカーで本格的な車での旅を楽しみたいと考えている人も多いのではないでしょうか。
キャンピングカーの購入は難しくても、レンタルなら気軽に導入することができます。大きさや装備もそれぞれ違いがありますので、目的に応じたものを選ぶことが大切です。
冬場にキャンピングカーをレンタルする際には注意点もあります。まずFFヒーターがついてるかチェックしましょう。これはエンジン停止中も燃焼させることができるヒーターです。さらに、雪道や凍結路面を走る可能性もあるので、タイヤはスタッドレスになっているかどうかも確認しておきたいところです。普通車とは運転感覚が異なるということも理解しておきましょう。
FFヒーターを使用するとバッテリーの消費も激しくなるので、キャンプ場などを決めるときは外部電源が利用可能であるかどうかも調べておきたいところです。寝具などもレンタルで用意されていますが、寒さを防ぐためにも厚手の毛布を別に用意するなどの工夫も必要です。

					

					キャンピングカーのレンタル料金は平日と土日祝日で異なる？

					キャンピングカーのレンタル料金ですが、平日と土日祝日とで異なることはごく一般的です。均一設定になっているキャンピングカーのレンタルもあるかもしれませんが、普通に考えて曜日によって需要が異なることは間違いありません。平日は仕事を持っている多くの人にとって、キャンピングカーを借りて出かけることができるのは土日祝日となることが多く、レンタカー店にとっては稼ぎ時となります。逆に平日は需要が少ないですから、誰にも借りられることのないまま車両を遊ばせておくよりはましということで、格安の価格設定にして少しでも需要を喚起しようとしたりします。これは普段の週末の他、いわゆる長期連休シーズンにはより顕著になることも珍しくなく、ゴールデンウィーク、お盆を含む夏休みシーズンなどはかなり高くなる傾向にありますし、祝日を利用して3連休になるような時期も似たようなことがあります。可能であれば平日に借りたほうが経済的になるわけです。

					

					キャンピングカーのレンタルでは維持費がかからない

					キャンピングカーはキャンプをするときに便利な存在になりますから、頻繁にキャンプをするような場合は積極的に購入する価値があるはずです。キャンピングカーは通常の自動車よりも高いという特徴がありますから、基本的にはある程度の金銭的な余裕がある人でないと購入できないかもしれません。ただキャンピングカーはレンタルするようなこともできますから、短期的に使用したいと考えている場合はレンタルを選んだほうがお得です。キャンピングカーをレンタルすることで維持費が発生しないという特徴がありますから、トータルでも大きなメリットになると考えられます。通常の車両と異なり、寝る場所や調理をするような場所が確保されていますから、その分だけメンテナンスが必要になるところも増えてしまいます。そのため維持費が高くなってしまいますから、途中で所有するのを諦めてしまうケースも少なくないです。最初からレンタルしておけば、そのような問題が発生することもないので安心できます。

					

					レンタルしたキャンピングカーの車内で料理はできる？

					キャンピングカーレンタルでは、キッチン付きの車種を借りることも可能です。キッチン付きの車種であれば食事のバリエーションが増えるという魅力がありますが、キャンピングカーレンタルではキッチン付きの車種であっても調理が制限されているケースがあるので注意が必要です。
どの程度の制限が設けられているかはレンタル会社によって異なり、キッチンの使用自体が禁止されている場合もあれば、お湯を沸かしてインスタント食品を作る程度であれば使用できる場合もあります。そのため、キャンピングカーをレンタルする際は、どのような利用制限が設けられているかを十分に確認しておくことが大切です。
また、キッチンを自由に使える場合でも、レンタカーは様々な人が利用するので、車内に油が飛び散ったりニオイがついたりする料理は避けた方が無難です。このような料理をどうしても作りたいという場合は、カセットコンロなどを持参して車外で調理するようにしましょう。

                            




キャンピングカーの車検に必要な手続き




キャンピングカーの車検には通常の自動車と同様に厳格な手続きが必要です。まず最初に車両の車検証明書の期限が切れていないかを確認する必要があります。期限が迫っている場合は早めに手続きを始めることが重要です。車検証明書は、キャンピングカーが法定基準を満たしていることを証明する大切な書類です。次に車両の整備状態を点検し、必要な修理や交換があればこれを行う必要があります。ブレーキやサスペンション、ライト、エンジンなど、各部の機能が正常であることが求められます。整備作業は信頼性と安全性を確保するために不可欠であり、これが車検合格の一環となります。また、エキゾーストガスの排出ガス量も基準をクリアしているかどうかが確認されます。エコロジーへの取り組みが進む現代社会において、環境への配慮も車検の対象となっています。エンジンの調整やエアフィルターの清掃などが行われ、排ガス規制に適合するように調整されます。その他にも、車体の傷やへこみ、ガラスの割れなどの外観点検も実施されます。これは単なる美観の問題だけでなく、運転中の視界や安全性にも関わるため、注意が必要です。必要に応じてボディ修理やガラスの交換が行われ、車両が適切な状態に戻されます。車検の際にはタイヤの交換やタイヤの溝の深さも確認されます。適切なタイヤの使用は安全性に直結するため、検査対象となります。タイヤが摩耗している場合は新しいタイヤへの交換が求められます。キャンピングカーには通常、キャンピングカー独自の機能や設備が備わっています。これらの機能も正常に作動しているかどうかが車検の対象となります。電気系統やガス設備、水回りの設備などが検査され、安全性と機能性が確保されていることが求められます。








キャンピングカーに水道をつけるメリット・デメリット




キャンプや車中泊を楽しむために、キャンピングカーの購入を検討している方も多いのではないでしょうか。車内スペースを確保するために水道なしのモデルを選択する方もいますが、一般的にキャンピングカーといえば車内に水道が付いているイメージを持っている方も珍しくありません。キャンピングカーに水道をつけるメリットはまず、蛇口をひねることで簡単に「水を確保」できることが挙げられます。車内を飲食の際に汚してしまったり、手が汚れてしまった場合でも簡単に洗うことができます。また、キャンプ場などでは到着してから頻繁に使用する水を運搬する作業を必要としますが、キャンピングカーに水道が付いていると水の運搬回数を軽減することが可能です。水道をつけるデメリットは、水を入れる給水タンクやホースの部分は空気に触れるためこまめに清掃、メンテナンスしないと「雑菌が繁殖」すること可能性があります。夏場など気温が高くなる季節は安全な水を使うために衛生面には特に気を配ることが重要です。








キャンプ場での利用にも便利なキャンピングカー




キャンピングカーはどこにでも行けて、自由に泊まれる素敵な車です。その入手が人生の目標の一つに入っている人も、それなりに多いのではないでしょうか。物が宿泊施設にもなるので意識されにくいですが、キャンピングカーはキャンプ場に乗り入れて利用するのにも便利です。そもそも収納容量が大きいですし、半分建物として利用しつつ解放するというキャンプ向きな使い方がしやすい造りとなっています。多少の荒地でも平気で進んでくれますし、何かあったときその場で泊まれるのは他の車にはない利点です。既に多くのキャンプ場でもキャンピングカーを見かけることが多く、どれだけ相性のいい車か分かるというものです。購入費用は高くつきますが、意外と中古でもいいものが出回っているため、こだわらなければリーズナブルに入手が可能かもしれません。また、満足して売ってしまう人もそれなりに多い為、周りに聞いてみて持っている人から安く譲ってもらう手もあります。








運転免許さえあればいいキャンピングカーの旅




キャンピングカーはロマンあふれる乗り物であり、所持する夢を持っている人もたくさんいるでしょう。あとは運転免許さえあればどこにでも出て行けるもので、旅行する際にも毎日泊めるところを考えたり費用を考えたりしなくて住みます。都心部であれば駐車に関して悩みも出ますが、もっと田舎のほうに行けば大体どこでも駐車してそこを寝床に出来てしまうのもキャンピングカーの利点でしょう。ガソリンと電気というエネルギーは必要なものの、旅館を取ることに比べればかなりどこでも手に入るものです。また、ネットの普及により車内の快適さも上がっているので、移動できる秘密基地として夢の様な空間が出来上がります。大勢は無理ですが家族で2、3人ぐらいなら長期的な旅行も気軽に行えるため、キャンピングカーを持つことで出来る事がかなり増えるのは間違いありません。最近では動画を撮影してそれをネットに公開し、収益を得ている人もいるぐらいで人気が出ています。








保険に加入してキャンピングカーを楽しむには




キャンピングカーはかなりロマン溢れる乗り物ですが、購入するとなるとそれなりの費用が掛かります。所持していたとしてもそう頻繁には使わないですし、これでスーパーに買い物に行く訳にもいかないため、2台目以降の購入となるのは間違いないからです。それでも大きな休みの時に、目的を決めずにぶらりと旅行に行けるキャンピングカーを利用したい場合にはレンタカーを活用しましょう。保険に加入しなければなりませんが、些細なことです。これだけ豪華な乗り物を短期間だけ低価格で借りられるのですから、お得なサービスと言えるかもしれません。買っても最初の一度しか使わない調理器具のように、もてあます可能性もそれなりに高いキャンピングカーですから、レンタルで済ませるのは上手なやり方です。数か月に一度だけ使うのなら、この方法がいいのではないでしょうか。維持費もそうですが、厳密には掃除や燃料の補充もかなり面倒なので、そこから解放されるのは嬉しい要素です。





	
								
							

							

							
							
							
								
									
										
									
								
								
									
										
									
								
								
									
										
									
								
								
									
										
									
								
								
									
										
									
								
							

						

						
							
								
									
										
									

								

								
									著者：吉原司

									福島県会津若松市生まれ。
結婚を機に憧れのキャンピングカーを購入しました。
この経験をもとにキャンピングカーの記事を書いています。
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